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NYマーケットレポート（2015年 1月 8日) 

NY 市場では、序盤に発表された米雇用関連の経済指標が予想より悪化したことから、ドルは序盤軟調な動きとなった。一方、ユーロは、

ECB が今月中にも国債購入を軸とする量的緩和に踏み切るとの観測から主要通貨に対して軟調な動きが続いており、特に対ドルでは欧州

タイムに 2005 年 12 月以来の安値を付けるなど、対円でも上値の重い動きとなった。しかし、その後は、欧米の株価が大幅な上昇となったこ

とから、安全資産とされる円を売る動きが優勢となり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。ただ、ドルは米雇用統計の発表を控えて様子

見ムード強く、ドル/円の上値はやや限定的となった。 

 
 (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

欧州タイム 
 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

英政策金利 0.50％（予想 0.50%・前回 0.50%） 

 

BOE資産購入目標 3750億GBP（予想 3750億 GBP・前回 3750億 GBP） 

 

 

 
                                                              (出所：ブルームバーグ) 
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21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12月米チャレンジャー人員削減数（前年比） 6.6％（前回 -20.7%） 

 

 
                                                                (出所：ブルームバーグ) 
 

【チャレンジャー人員削減数】 

 

チャレンジャー人員削減数は、雇用コンサルティング会社のチャレンジャー社が発表する指標で、解雇など人員削

減者数を測る指標。米国企業の人員削減数が前年より増加したか、減少したかを判断する指標となり、通常時は注

目度がやや低いものの、雇用情勢の変化を見極める場面では注目されている。 

 

指標結果データ 

≪チャレンジャー人員削減数≫ 

      12月・・・11月・・・10月・・・9月・・・8月・・・7月 

合計・・・ 32,640・・ 35,940・・51,183・・30,477・・40,010・・46,887 

増減・・・ -3,300・・-15,243・・20,706・・-9,533・・-6,877・・15,453  

前年比・・・ 6.6・・・-20.7・・・11.9・・・-24.4・・-20.7・・・24.4 

 

東部・・ ・6,197・・ 5,956・・ 5,992・・13,874・・ 8,449・・ 9,773  

中西部・・ 9,155・・10,782・・16,424・・ 4,426・・ 6,320・・ 5,127 

西部・・・10,649・・10,887・・16,765・・ 8,574・・19,491・・25,604 

南部・・・ 6,639・・ 8,315・・12,002・・ 3,603・・ 5,750・・ 6,383 
 
 
22：00 
ドル/円 119.90  ユーロ/円 141.00  ユーロ/ドル 1.1777 
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22：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6535.19 +115.36 ダウ INDEX 
FUTURE 17668 +162  

 

仏 CAC40 4209.30 +96.57 S&P500 
FUTURE 2036.90 +17.30  

 

独 DAX 9683.63 +165.45 NASDAQ 
FUTURE 4189.50 +38.00  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 29.4万件（予想 29.0万件・前回 29.8万件） 

 

失業保険継続受給者数 245.2万人（予想 236.0万人・前回 235.1万人） 

前回発表の235.3万人から235.1万人に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11月カナダ新築住宅価格指数（前月比） 0.1％（予想 0.1%・前回 0.1%） 

 

11月カナダ新築住宅価格指数（前年比） 1.7％（前回 1.6%） 

 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

15/01/03・・・294,000・・・ -4,000・・・290,500・・・・＊＊＊＊・・・＊＊＊ 

14/12/27・・・298,000・・・+17,000・・・290,750・・・・2,452,000・・・・1.8％ 

14/12/20・・・280,000・・・ -8,000・・・290,500・・・・2,351,000・・・・1.8％ 

14/12/13・・・289,000・・・ -6,000・・・298,750・・・・2,403,000・・・・1.8％ 

14/12/06・・・295,000・・・ -2,000・・・299,500・・・・2,378,000・・・・1.8％ 

14/11/29・・・297,000・・・-17,000・・・299,000・・・・2,520,000・・・・1.9％ 

14/11/22・・・314,000・・・+22,000・・・294,250・・・・2,372.000・・・・1.8％ 

14/11/15・・・292,000・・・ -1,000・・・287,750・・・・2,323,000・・・・1.8％ 

14/11/08・・・293,000・・・+15,000・・・285,750・・・・2,333,000・・・・1.8％ 

14/11/01・・・278,000・・・-10,000・・・279,000・・・・2,403,000・・・・1.8％ 

受給者数は集計が1週間遅れる 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12月メキシコ消費者物価指数(前月比) 0.49％（予想 0.51%・前回 0.81%） 

 

12月メキシコ消費者物価指数(前年比) 4.08％（予想 4.12%・前回 4.17%） 

 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17745.14 +160.62 

ナスダック 4688.73 +38.27 
                                                       (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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0：10 

≪ 要人発言 ≫ 

ドラギECB総裁 

 

・「ECB理事会は、中期的な物価動向見通しを引き続き注視、原油価格の影響を警戒」 

・「ECB理事会は、責務の範囲内で追加の非標準的措置講じるコミットメントで一致」 

・「非標準的措置には国債などさまざまな資産の買い入れ含む可能性」 

 

 

0：35 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、米経済への先行き期待や、米失業保険申請件数が改善したことを受けて、主要株価は堅調な動

きとなった。また、ECBが追加金融緩和策を近く決めるとの観測から、欧州主要株価が上昇したことも材料視された。

ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時257ドル高まで上昇する動きとなっている。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）BOE（英中銀）は、MPC（金融政策委員会）で主要政策金利を過去最低の 0.50％に据え置くことを決定したと発

表した。据え置きは 5年10ヵ月連続となった。また、国債などを購入する量的緩和の資金枠も3750億ポンド（約

67兆円 ）を維持した。英経済は回復しているものの、密接な関係にあるユーロ圏の景気減速の影響が懸念されて

おり、当面金融政策を変更しない見通し。 

 

  英中銀は、資産買い入れ策を通じて取得した英国債のうち、今月22日に償還を迎える43億5000万ポンド（65

億 5000万ドル）を再投資するために、今月末に 3回のリバース・オークションを実施すると発表した。中銀は1月

26日実施の入札で期間 3-7年の国債を、27日に期間15年以上の国債を、28日に期間 7-15年の国債を、それぞれ買

い入れる。それぞれの入札では 14億 5000万ポンド相当の国債買い入れを目指すとした。 

 

（2）米失業保険申請件数は、前週比-0.4万人の29.4万人となり、2週ぶりに減少となった。申請件数の4週移動

平均は、前週比-250人の 29万 500人となった。また、集計が1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比+10.1万

人の 245.2万人となり、11月 29日までの週以来約 1ヵ月ぶりの大きな増加幅となった。受給者総数の4週移動平均

は前週比-1.7万人の 239.7万人となった。受給者比率は、前週から横ばいの 1.8％となった。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6569.96 +150.13 
仏 CAC40 4260.19 +147.46 
独 DAX 9837.61 +319.43 

ストック欧州 600 指数 342.35 +9.15 
ユーロファースト 300 指数 1368.37 +38.17 
スペイン IBEX35 指数 10115.00 +223.60 

イタリア FTSE MIB 指数 18791.83 +668.38 
南ア アフリカ全株指数 49595.44 +634.38 

                                                             (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ECBが今月中にも国債購入を軸とする量的金融緩和を打ち出すとの期待や、原油安の一服を好感し

て買いが膨らんだことを受けて、主要株価は大幅続伸となった。  

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17870.85（+286.33）、 S&P500 2058.48（+32.58）、 ナスダック 4730.83（+80.36) 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、欧米の株価上昇で投資家にリスク志向が戻り、長期債を中心に安全資産とされる

米国債の売りが先行した。原油 価格の下落が一服し、世界経済の先行き不安が後退したことも圧迫材料となった。 

 

午前の利回りは、30年債が2.59％（前日 2.53％）、10年債が 2.02％（1.97％）、7年債が 1.81％（1.78％）、5

年債が 1.50％（1.48％）、3年債が 0.98％（0.97％）、2年債が 0.61％（0.62％）。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①スウェーデン中銀が公表した 12月金融政策決定会合の議事要旨によると、イングベス総裁はさらなる緩和措置が

必要な場合は、中銀はバランスシートを拡大するか、マイナス金利を導入することが可能だとの見解を示した。総

裁は「中銀はバランスシートを大幅に拡大することが十分に可能であることをこれまでに示してきた」と説明。議

事要旨によると総裁は、「考慮すべき措置には、マイナスのレポレート、あるいは為替介入が含まれるが、為替介

入は１番目の選択肢ではない」と述べた。 

 

②フランス国債庁が実施した長期国債入札ではECBによる追加緩和への期待を背景に利回りが過去最低を記録した。

需要は旺盛で、10年、15年、30年債の合計発行額94億9400万ユーロ（111億8000万ドル）に対して、応札額は

187億ユーロに膨らんだ。 

 

③ECBは、ギリシャの銀行が引き続き ECBから資金調達できるかどうかは、支援プログラムの見直し完了と、その後

のプログラムでEU、IMFと合意することが前提になるとの見解を示した。ECBはギリシャの銀行への資金供給で担保

規則に例外を設け、ソブリン格付けが低いにもかかわらず銀行が ECBの資金にアクセスできるようにしている。ECB

の報道官は声明で「例外の継続は、EFSF（欧州金融安定ファシリティー）プログラムの2015年2月末までの技術的

な延長と、IMFプログラムの存続に基づく」と指摘。 
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4：20 

≪ 要人発言 ≫ 

ローゼングレン・ボストン連銀総裁 

 

・「米 FRBがインフレ 2％目指していること考えれば長期債金利は極めて低い」 

・「今後の利上げ局面を通じて FRBは忍耐強くある公算大きい」 

・「利上げで米経済が大きく減速するとは想定せず」 

 

 

4：30 

NY金は、中心限月が前日比 2.20ドル安の 1オンス＝1208.50ドルで取引を終了した。 

 

 

5：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11月消費者信用残高 140.81億USD（予想 150.00億 USD・前回 132.26億 USD） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

5：15 

NY原油は、中心限月が前日比 0.14ドル高の1バレル＝48.79ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1208.50 -2.20 

NY 原油 48.79 +0.14 
                                       (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ドルが主要通貨に対して上昇したことから、ドルの代替資産とされる金を売る動きが優勢となった。た

だ、米利上げ前倒し観測の後退を背景に買われる場面もあり、下げ幅は限定的となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、米失業保険申請数の減少を手掛かりに雇用の改善期待が広がったほか、ECBが量的金融緩和に踏み切る

との観測を背景に、買いが優勢となった。ただ、世界的な供給過剰や需要低迷による相場の先安観も根強く、上値

は限定的となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 
ダウ平均株価 17907.87 +323.35 17916.04 17591.97 

S&P500 種 2062.14 +36.24 2064.08 2030.61 
ナスダック 4736.19 +85.72 4741.38 4688.02 

 (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米経済の先行き期待を背景に、主要株価は堅調な動きとなった。また、ECBが追加金融緩和策を近く

決めるとの観測から、欧州主要株価が上昇したことも材料視された。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、

一時 331ドル高まで上昇する動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 119.67  119.84  119.39  
EUR/JPY 141.13  141.34  140.71  
GBP/JPY 180.54  181.84  180.00  
AUD/JPY 97.14  97.26  96.77  
NZD/JPY 93.60  93.66  93.05  
EUR/USD 1.1794  1.1820  1.1762  
AUD/USD 0.8118  0.8131  0.8093  

                                                      (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                       
 

12 
 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米雇用関連の経済指標が予想より悪い内容となったことなどから、ドルは序盤軟調な動きとなっ

た。また、ユーロは追加緩和の可能性を背景に軟調な動きが続いており、ユーロも軟調な動きとなった。しかし、

欧米の株価が大きく上昇したことから、円売りが優勢となり、ドル円・クロス円は堅調な展開が続いた。 

 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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